
キーメッセージ

  ���犬が、より長く健康に過ごせるようになるために重要となるのが栄養です。

  ���Purina の研究では、幼犬期から生涯にわたってやせ型の体型を維持し
たラブラドールレトリーバーは、体重の重いラブラドールレトリーバーに比
べておよそ 2 年寿命が長くなっていることが報告されています。

  ���また、生涯にわたり犬をやせ型体型に保つことで、変形性関節症など加
齢性疾患の発症や重症度を低下させる可能性があります。

  ���中年期の犬では肥満のリスクが増大するため、成犬期全体を通して、健
康体重と体型を維持することを優先事項とすべきです。

健康な成犬の維
持期用の栄養

維持期の栄養は、健康で長生きできるよう、個々の犬に
固有の栄養要件に合わせることに重点を置いています。
個々の犬の代謝に加え、ライフステージ、身体活動、去
勢の有無、身体の大きさに合わせて、栄養を調整する必
要があります。

ライフステージ別の栄養

成犬

幼犬期から生涯にわたってや
せ型の体型を維持したラブラ
ドールレトリーバーは、体重の
重いラブラドールレトリーバー
に比べておよそ 2 年寿命が長
くなっています。

ご存じでしたか？

(次のページに続く)



キーメッセージ（続き）

  ���成犬がより長く健康に過ごすためには、完全でバランスのとれた食餌が必要です。

  ���小型犬（成熟期で 10 kg［22 ポンド］未満）の場合、代謝が高く、胃が小さく、口も小さいため、小粒の咀嚼しやす
い形状で、栄養濃度の高いフードが適しています。

  ���大型犬（成熟期で 25～45 kg［55～99 ポンド］）および超大型犬（成熟期で 45 kg［100 ポンド］超）の場合、代謝
速度が遅く、胃が大きいため、カロリーを抑えた成分のフードが適しています。大型犬用フードの多くには、関節の
健康と可動性をサポートする栄養素が含まれています。

  ���給餌量の管理は、最適な体型維持に役立ちます。

  ���体型チェックと合わせて、ドッグフードのパッケージに記載されている給餌量の目安をスタート地点として使用する
とよいでしょう。

  ���フードの重さ（量）をはかるなど、適切に給餌量を管理することにより、体重が増えやすい犬の食べ過ぎ防止に役
立ちます。

  �また、給餌は摂食量や食欲を注意深く観察する機会にもなります。摂食量や食欲が減少したり、なくなったりした
場合には、潜在的な健康上の問題を示唆している可能性があります。
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RN/CRCE

Purina Institute は、ペットがより長く、より健康的に生きるための、科学に基づく顧客に寄り添った情報
を提供することで、ペットの健康に関する議論の最前線に栄養を位置付けることを目指しています。


